
 

   

 

 

 

ＦＳＰＳ 佐久市八風太陽光発電所事業 

（旧名称：長野県佐久市そら発電所（仮称）事業） 

に係る環境影響評価方法書 

 

 

 

 

 

 

令和２年９月 

（再 実 施） 

 

合同会社 ＦＳＰＳ八風

№ 070 



 

 



 

はじめに（方法書再実施の経緯） 

 

令和元年11月に本事業の事業者が、「株式会社そら’ｗ」から「合同会社ＦＳＰＳ

八風」へと変更となった。 

これに伴い、以下、大きく３点の見直しを行った。 

第一に、地域住民に対する事業説明会や地域住民との対話をして行く中で、本事業

の計画地西側の水源地上流域は、計画地から外してほしいとのご要望をいただいた。

また、配慮書における佐久市長意見及び長野県知事意見においては、水源地に対する

水質や水象への影響を回避又は極力低減するようご指摘をいただいた。これを受けて、

「株式会社そら’ｗ」は、平成29年２月に提出した配慮書における本事業の計画地

（約130ha）から、計画地内西側の水源地である湧水地とその水源涵養域等を計画地

から除外することとした。その後もさらに、方法書における佐久市長意見においては、

水源地が影響を受けた場合の代替措置を求めるご指摘をいただくなど、水源地に近接

する場所で事業を実施することへの懸念が示された。これを受けて、令和元年11月に

事業を引き継いだ「合同会社ＦＳＰＳ八風」としては、平成29年10月に提出した方法

書における本事業の計画地（約66ha）から、計画地西側の水源地上流域約15haを除外

することとした。 

第二に、前述のとおり水源地上流域約15㏊を除外したことに伴い、残置森林面積及

びパネル設置面積を補うため、計画地の北東及び南東に位置する既設の太陽光発電所

（２ヶ所）の周辺部約5.4㏊を新たに計画地に追加した。 

第三に、後述するが合同会社ＦＳＰＳ八風を全面的にバックアップする株式会社藤

巻建設は、計画地に隣接する形で既設の太陽光発電所２ヶ所・約3.6㏊をすでに運営

していた。本発電所はすでに運営されている発電所であり、別事業の扱いにはなるが、

環境影響評価の観点からは本事業と一体として評価するべきとの判断をし、既設の太

陽光発電所も計画地に含めることとした。 

これにより、計画地に追加した既設の太陽光発電所２か所・約3.6㏊及びその周辺

部約5.4haの約９haが新たに計画地となった。この結果、新たに計画地となる部分の

面積が修正前の計画地面積（平成29年10月に提出した方法書おける計画地面積

約66ha）の10％以上の増加となるため、長野県環境影響評価条例第23条の規定に基づ

き方法書の再実施を行うこととなった。注） 

なお、今回提出する方法書（再実施）では、上述の対応以外にも、これまでに住民、

佐久市長及び長野県知事から頂いた配慮書及び方法書（再実施前）に対するご意見等

を踏まえ、事業内容の具体化、環境影響評価項目・手法の選定等を行ったものである。 

 
注）長野県環境影響評価条例第 23 条では、方法書の公告が行われてから評価書の公告・縦覧が行われるま

での間に方法書等における対象事業の目的及び内容に掲げる事項を修正しようとする場合において、当該

修正後の事業が対象事業に該当するときは、当該修正後の事業について、方法書の作成から環境影響評価

の手続きを経なければならないとされている。ただし、当該事項の修正が事業規模の縮小、規則で定める

軽微な修正その他の規則で定める修正に該当する場合は、この限りではないとされている。ここで、規則

に定める軽微な修正等の要件としては、「新たに太陽光発電所敷地となる部分の面積が修正前の太陽光発

電所敷地の面積の 10％未満であり、かつ、10ha 未満であること」とされている。 

本事業では、方法書における対象事業の内容のうち、対象事業の規模（計画地面積）を修正するもの

であり、新たに太陽光発電所敷地となる部分の面積が修正前の面積の 10％以上となるため、同条例第 23

条の規定に基づき方法書の再実施を行うこととなった。 
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